
「都道府県の取組」事例

25



0人
10人
20人
30人
40人
50人
60人

R4 R5 R6 R7

●

女性理事数
の大幅増ワーキンググループ

・改良区⼥性職員・県⼟連⼥性職員
・県⼥性職員ほか （事務局：県）

男⼥共同参画推進チーム
・⼤学教授（リーダー）・改良区理事⻑

・県⼟連役員・県職員（事務局：県⼟連・県）

情報収集
分 析

審議

（⾒込）

秋田県全体で取り組む土地改良区における男女共同参画の推進 【秋田県】

0 8

29

54

（⾒込）

◆⼥性理事登⽤１名につき
30万円を⼟地改良区へ⽀援
➣⼥性理事の所掌業務に要する経費
＊地域住⺠との交流促進
＊ネットワーク活動
＊各種講習会等への参加など

➣その他男⼥共同参画推進に要する経費

◆⼥性理事登⽤の事例紹介

R５年度県内最初
の⼥性理事誕⽣

（⼤仙市⼤曲⼟地改良区）

◆⽔⼟⾥ネット
⼥性の会の活動拡充
⼥性職員
⼥性役員
⼥性県職員など

講習会等の
対象範囲を

拡充

◆男⼥共同参画推進⼤会参加や⼥性の会
研修会の定期的開催

⽔⼟⾥ネット⼥性の会研修会
（県理事による講演）

全国初の⽔⼟⾥ネット
男⼥共同参画推進⼤会

◆講習会の実施
（県内９会場）

◆組合員向けパンフの配布
⼟地改良関係団体役職員講習会 組合員向けパンフ

◆相談窓⼝サービス実施（県⼟連）
➣⼥性理事登⽤に向けた⼿続
➣ハラスメント相談
➣服務環境等に関する相談

●

「培った知識を活かして
地域に貢献したい」
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やまぐち農業農村ＤＸの推進 【山口県】

【取組前】

【取組後】
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農家や行政が抱える課題解決に向けて

行政のマンパワー不足への対応や農業農村技術者の確保・育成、農村地域が抱える
様々な課題解決に向けて「やまぐち発」の農業農村ＤＸの取組を強力に推進。

共有システムの構築

活動日誌作成

ため池点検

点検報告
災害調査(マップ)

被害集計システム効率的な被害調査 ため池管理者講習会 若年職員研修

○農家や市町等と連携した災害時の初動体制を確保。
○アプリとデータベースによる情報取得と活用の仕組みを構築。
○保全から対策までの取組を一元化して共有。

災害時初動対応：従来方法 システム導入後

(スタンドアロン)

①点検報告アプリ
農地・農業用施設の

点検・維持管理や災害
情報、地域の保全活動
等の情報伝達・共有。

②災害調査アプリ
効率的で着実な被害

調査、被害状況の集約。

③ため池点検アプリ
防災重点農業用ため池の

効率的な点検、管理指導。

④活動日誌作成ツール
日本型直接支払の活動

組織への事務支援。

リアルタイムで情報伝達や共有が可能となるシステムの構築

メンテナンスサイクルの実現に向けたデータベースの構築
（水土里情報システムの共有化）

・山口県土地改良事業団体連合会
が保有する「水土里情報システ
ムを共有化。

・農地や農業用施設に関する各種
のデータベースを整備・運用。

迅速な情報伝達・リアルタイム共有の仕組みを構築
（スマホ・タブレットを活用したアプリの整備）

システムを活用した各地域での農業農村活動を実施
（災害時の初動体制確保、施設管理者への指導、若年職員育成）

迅速で着実な調査や情報共有を実現！

点検票の突合・集約５日⇒１日

現地２日＋内業３日 ⇒ 現地５日

※現地往復１時間の場合

※内業が不要

※自動集計

③ため池管理者への迅速な管理
指導を実施。

①現地から的確かつ瞬時の情報共有が可能に。

②災害時の迅速な被害調査や情報伝達・共有
を実現。

※現地での作業進度

○市町等のマンパワー不足による災害時の初動対応に遅れ。
○紙媒体による作業の煩雑さに加え、データの蓄積・活用に苦慮。
○維持管理や保全活動、対策工事等の連動性に課題。



土地改良事業を契機とした農村振興事例集
バックナンバー（vol.1～vol.10）

・ 中山間地域における優良事例集（vol.1） （平成28年６月）

・ 高収益な農業の実現に向けた取組事例集（vol.2）（平成28年12月）

・ 高収益な農業の実現に向けた取組事例集（vol.3）（平成29年8月）

・ 高収益な農業の実現に向けた取組事例集（vol.4）（平成30年3月）

・ 活力あふれる農村地域の発展事例集（vol.５） （平成31年3月）

・ 活力あふれる農村地域の発展事例集（vol.６） （令和元年12月）

・ 活力あふれる農村地域の発展事例集（vol.７） （令和３年３月）

・ 活力あふれる農村地域の発展事例集（vol.８） （令和４年３月）

・ 活力あふれる農村地域の発展事例集（vol.９） （令和５年３月）

・ 活力あふれる農村地域の発展事例集（vol.10） （令和６年３月）

 バックナンバーについても、農林水産省HPで公表しています！

（公表先URL）
http://www.maff.go.jp/j/nousin/sekkei/kousyueki-zirei.html

QRコード



【お問合せ先】
農林水産省農村振興局整備部設計課
〒100-8950 東京都千代田区霞が関1-2-1
TEL：03-3502-8695（直通）
FAX：03-5511-8251


